
地域の水田農業を考える  

※農家＝販売農家 

地域の水田農業を考える  
～深刻な問題が山積み～  

農家の働き手・担い手が…。 お米の消費、将来は？ 
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　一人当たりのお米の消費量は、

この40年間で半分（2俵から 

1俵）に減りました。 

　農業所得が主の農家は1万9

千戸で、全農家に占める割合

が10％と全国平均に比べて、

非常に低いものとなっています。 

2
2

　人口も、これからは減り始

めます。 

　したがって、このままでは

お米の消費は一層減少すると

見込まれます。 

　全農家に占める認定農業者

や認定農業者への農用地の集

積割合は、全国・北陸ともま

だまだ低いものとなっています。 
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※農家＝販売農家 

北陸4県の状況 

北陸農政局 

お米は、需要動向を、考えて作りましょう。 

　全部の田んぼに稲を作付けすると、

お米は売れ残り必ず余ります。 

　何とかして、お米のニーズ

を拡大したうえで米づくりを

進めなければなりません。 

　ふだん農業を主として従事

している人のうち65歳以上の

割合は、6割弱と高齢化が進ん

でいます。 




